
‭令和7年度舞鶴市総合教育会議‬
‭次　　第‬

‭日時：令和7年10月3日（金）10時から‬
‭場所：中公民館４０１会議室‬

‭１　市長あいさつ‬

‭２　協議‬

‭（１）舞鶴で育った子どもたちが、将来戻りたいと思えるよう教育ができる‬
‭こと‬

‭（２）毎日通いたくなる（通いたい）魅力ある学校づくり‬

‭３　その他‬

‭４　閉会‬
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【参考】人口移動比較

 

市町村 調査年 残存率(総)
10–14歳 (計) 25–29歳 (計)

舞鶴市 1995→2010 5,526 4,477 81.02%
綾部市 1995→2010 2,314 1,383 59.77%
福知山市 1995→2010 5,052 4,103 81.22%
豊岡市 1995→2010 6,186 3,946 63.79%
敦賀市 1995→2010 4,308 3,557 82.57%
小浜市 1995→2010 2,042 1,483 72.62%

市町村 調査年 残存率(総)
10–14歳 (計) 25–29歳 (計)

舞鶴市 2000→2015 4,860 3,657 75.25%
綾部市 2000→2015 2,021 1,285 63.58%
福知山市 2000→2015 4,593 3,856 83.95%
豊岡市 2000→2015 5,259 3,253 61.86%
敦賀市 2000→2015 3,966 3,187 80.36%
小浜市 2000→2015 1,914 1,293 67.55%

市町村 調査年 残存率(総)
10–14歳 (計) 25–29歳 (計)

舞鶴市 2005→2020 4,400 3,264 74.18%
綾部市 2005→2020 1,752 1,046 59.70%
福知山市 2005→2020 4,025 3,408 84.67%
豊岡市 2005→2020 4,622 2,831 61.25%
敦賀市 2005→2020 3,400 2,690 79.12%
小浜市 2005→2020 1,752 1,306 74.54%

1995年人口 2010年人口
残存率(男) 残存率(女) 性比 10–14歳 性比 25–29歳

10–14歳 (男) 10–14歳 (女) 25–29歳 (男) 25–29歳 (女)
2,840 2,686 2,556 1,921 90.00% 71.52% 1.06 1.33
1,203 1,111 724 659 60.18% 59.32% 1.08 1.10
2,670 2,382 2,210 1,893 82.77% 79.47% 1.12 1.17
3,190 2,996 1,981 1,965 62.10% 65.59% 1.06 1.01
2,160 2,148 1,805 1,752 83.56% 81.56% 1.01 1.03
1,023 1,019 782 701 76.44% 68.79% 1.00 1.12

2000年人口 2015年人口
残存率(男) 残存率(女) 性比 10–14歳 性比 25–29歳

10–14歳 (男) 10–14歳 (女) 25–29歳 (男) 25–29歳 (女)
2,502 2,358 2,059 1,598 82.29% 67.77% 1.06 1.29
1,060 961 687 598 64.81% 62.23% 1.10 1.15
2,361 2,232 2,158 1,698 91.40% 76.08% 1.06 1.27
2,739 2,520 1,698 1,555 61.99% 61.71% 1.09 1.09
2,024 1,942 1,683 1,504 83.15% 77.45% 1.04 1.12

978 936 698 595 71.37% 63.57% 1.04 1.17

2005年人口 2020年人口
残存率(男) 残存率(女) 性比 10–14歳 性比 25–29歳

10–14歳 (男) 10–14歳 (女) 25–29歳 (男) 25–29歳 (女)
2,245 2,155 1,886 1,378 84.01% 63.94% 1.04 1.37

883 869 540 506 61.16% 58.23% 1.02 1.07
2,072 1,953 1,916 1,492 92.47% 76.40% 1.06 1.28
2,325 2,297 1,443 1,388 62.06% 60.43% 1.01 1.04
1,754 1,646 1,475 1215 84.09% 73.82% 1.07 1.21

902 850 746 560 82.71% 65.88% 1.06 1.33

■舞鶴市に所在する教育機関への入学・卒業の基本的な流れ

・海上自衛隊教育隊　18歳以上で入隊（約200〜300名）　　→　約4ヶ月で修業（横須賀、呉、佐世保、舞鶴の各部隊に配属。舞鶴への配属は約1/4（R4実績））

・海上保安学校　　    18歳以上で入学（約500〜600名）　     →　1年〜2年で卒業（1〜11管区の各組織に配属）

・舞鶴高専　　 　　   15歳以上で入学（約150名）　　　       →    5年で卒業（専攻科は7年で卒業）

　→15歳〜19歳の間で大きく人口が増加し（大半は市外から流入）、

　　18歳〜22歳の間に大きく人口が減少（舞鶴市に配属される隊員・職員を除いて市外に流出）する傾向がある

■これら教育機関への入学・卒業の影響を排除して、人口増減の状況を考慮するために、

　国勢調査をベースに、ある時点の「10歳〜14歳人口」と、15年後の「25歳〜29歳人口」を比較し、人口残存率を算出

　（ざっくりいうと、10〜14歳人口が、15年後にどこまで維持できているか）

■舞鶴市の残存率は75〜80%で、中丹他市や、日本海側の近隣他市と比較すると、中程度。

　最も高いのは福知山市（80%以上）。低いのは綾部市と豊岡市（60%程度）

■残存率の水準が近い福知山市、敦賀市、小浜市と比較しても、舞鶴市は男女差がとりわけ大きい（男性の残存率が女性よりも高い傾向が強い。）

　→海上自衛隊、海上保安庁をはじめ、男性職員を主体とする大規模で安定した雇用先の存在が影響していると推察される。

■また、舞鶴市では、男性の残存率は比較的維持されているが、女性の残存率は右肩下がりとなっている。


